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作
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集
中

三
峯
講
社

西
小
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を
歩
く

匝瑳
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西小笹の八幡神社境内にある三峯神社

　

戦
後
の
１
９
４
６
（
昭
和
21
）

年
に
神
社
の
国
家
管
理
が
廃
止
さ

れ
る
ま
で
は
、
各
村
の
神
社
に
は

村
社
と
よ
ば
れ
る
社
格
が
あ
り
ま

し
た
。

　

現
在
、
市
内
で
66
社
が
宗
教
法

人
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

多
く
が
旧
村
社
で
、
か
つ
て
の
村

（
現
在
の
大
字
）
に
１
社
、
ま
れ

に
は
２
つ
の
神
社
が
ま
つ
ら
れ
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

西
小
笹
区
（
共
興
地
区
）
に
は
、

区
の
中
心
に
旧
村
社
の
八
幡
神
社

と
集
落
の
西
の
端
に
稲
生
神
社
が

あ
り
、
と
も
に
１
８
７
９
（
明
治

12
）
年
作
成
の
「
千
葉
県
神
社
明

細
帳
」
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
文
書
に
は
神
社
の
祭
神
、
由

緒
、
社
殿
、
境
内
、
氏
子
な
ど
が

書
か
れ
、
移
り
変
わ
り
も
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

１
３
９
６
年
に
ま
つ
ら
れ
た
と

さ
れ
る
八
幡
神
社
境
内
に
は
、
境

内
社
の
三
体
子
安
神
社
と
三
峯
神

社
も
あ
り
ま
す
。

　

三
峯
神
社
の
本
社
は
埼
玉
県
秩

父
市
三
峰
に
あ
り
、
火
難
よ
け
、

盗
難
よ
け
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な

災
い
を
防
ぎ
、
良
縁
を
結
び
願
い

事
を
か
な
え
る
神
様
と
し
て
信
仰

さ
れ
て
い
ま
す
。
関
東
甲
信
越
地

方
で
江
戸
時
代
以
降
信
仰
を
集
め

た
背
景
に
山
伏
の
布

教
活
動
が
あ
っ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

旧
八
日
市
場
市
域

で
の
三
峯
信
仰
に
つ

い
て
見
る
と
、
明
治

の
「
千
葉
県
神
社
明

細
帳
」
に
は
、
富

谷
・
愛
宕
神
社
境
内

を
含
め
３
社
の
境
内

に
ま
つ
ら
れ
、
古
い

も
の
で
は
長
谷
新
田

（
共
興
地
区
）
の
三
峯
社
に
１
８

１
５
年
の
石
宮
が
あ
り
ま
す
。

　

西
小
笹
村
は
支
配
の
関
係
で
、

１
６
０
０
年
代
に
小
笹
村
が
東
西

に
分
割
さ
れ
成
立
し
た
の
で
し
ょ

う
。
そ
の
後
１
７
０
０
年
代
に
か

け
て
村
の
支
配
者
は
５
人
と
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
集
落
が
形

成
さ
れ
た
よ
う
で
、
１
８
４
５
年

ご
ろ
の
村
の
家
数
は
１
０
４
軒
と

記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
神
社
な
ど
を
信
仰
す
る

団
体
を
講
社
と
い
い
、
西
小
笹
区

に
は
「
三
峯
講
社
」
が
あ
り
、
希

望
者
を
募
り
毎
年
本
社
の
参
詣
を

続
け
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
こ

の
三
峯
登
拝
は
１
９
０
５
（
明
治

38
）
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
と
伝
わ

り
、
１
１
０
年
目
に
あ
た
る
今
年

は
、
秋
に
１
泊
２
日
の
参
詣
が
計

画
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

平
成
５
年
の
三
峯
神
社
の
社
報

に
は
、
前
年
の
主
な
登
拝
講
社
と

し
て
「
八
日
市
場
市
・
西
小
笹
三

峯
講
社
」
と
「
八
日
市
場
平
和
講

社
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
市

内
に
は
こ
の
ほ
か
現
在
で
も
登
拝

し
て
い
る
「
三
峯
講
社
」
が
あ
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
今
回
は
資
料

提
供
の
あ
っ
た
「
西
小
笹
三
峯
講

社
」
を
紹
介
し
ま
し
た
。

（
元
市
職
員
・
依
知
川
雅
一
）
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川　　

柳

鈴
木　

十
世
志 

推
薦

川
口　

城
司 

推
薦

川
口　

城
司 

推
薦

や
ま
ぶ
し

い
な
お

こ
う
し
ゃ

檀
林
の
問
答
の
間
や
冴
返
る 

八
日
市
場
ハ　

大
川　
　

子

梅
林
へ
老
い
が
老
い
押
す
車
椅
子 

上
谷
中　
　
　

太
田
三
樹
夫

冴
返
る
素
足
揃
へ
て
六
地
蔵 

登　

戸　
　
　

伊
藤　

さ
く

一
枚
の
暦
め
く
れ
ば
春
の
声 

横
須
賀　
　
　

岩
井　

や
す

未
来
都
市
め
き
て
林
立
霜
柱 

内　

山　
　
　

椿　
　

和
枝

音
絶
え
し
夜
半
の
月
光
冴
返
る 

若
潮
町　
　
　

光
瀨
甲
江
子

文
机
に
朝
日
ま
ぶ
し
き
春
は
じ
め 

長　

谷　
　
　

宇
野
と
し
子

初
夢
や
ル
ソ
ー
画
き
そ
な
亡
父
と
飲
む 

栢　

田　
　
　

櫻
井
富
実
雄

ウ
イ
ン
ド
の
マ
ネ
キ
ン
春
を
装
い
す 

今　

泉　
　
　

野
仲　

妙
子

銀
杏
散
る
バ
ス
待
つ
人
の
ブ
ー
ツ
黒 

栢　

田　
　
　

石
田　
　

健

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
嫌
い
な
の
で
す
二
人
連
れ 

飯　

高　
　
　

松
野　

敏
昭

ト
ッ
プ
よ
り
二
番
が
好
き
と
負
け
惜
し
み 

八
日
市
場
ホ　

大
木
波
津
恵

二
歳
児
が
泣
か
ず
に
主
張
言
い
通
す　

八
日
市
場
イ　

常
世
田
や
す
子

小
五
年
二
の
句
も
出
な
い
理
屈
言
い 

木　

積　
　
　

佐
久
間
美
智
子

杖
を
借
り
二
人
三
脚
八
十
路
坂 

飯　

塚　
　
　

鈴
木
ツ
ネ
子

老
い
二
人
と
ん
ち
ん
か
ん
で
息
が
合
い 

長　

谷　
　
　

石
毛
惣
一
郎

同
じ
血
を
分
け
た
二
人
に
出
来
不
出
来 

八
日
市
場
ホ　

菱
木　

静
江

温
暖
化
二
つ
地
球
が
欲
し
く
な
り 

東
小
笹　
　
　

江
波
戸
京
子

六
十
路
歩
む
道
に
も
意
地
燃
や
し 

川　

辺　
　
　

及
川　

利
道

ち　

ち

梱包の規格
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